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業績予想の修正に関するお知らせ（IFRS） 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2022年2月14日に公表した2022年12月期（2022年

1月1日～2022年12月31日）の連結業績予想を下記の通り修正することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

１． 2022年12月期 連結業績予想の修正（2022年1月1日～2022年12月31日） 

 

（単位：億円） 

 
売上収益 営業利益 税引前利益 

親会社の所有者に 

帰属する当期利益 

前回発表予想（A） 12,000 1,150 1,130 810 

今回修正予想（B） 13,200 1,050 1,000 720 

増減額（B－A） 1,200 ▲100 ▲130 ▲90 

増減率（%） 10.0% ▲8.7% ▲11.5% ▲11.1% 

（参考）前期連結実績 

（2021年12月期） 
9,983 876 865 676 

 

２． 修正の理由 

 主力事業である汎用塗料事業を中心に、各事業において継続的な製品値上げを実施したことに加え、為替が期初想定レート

と比較して円安に推移したことや、2022年5月31日に欧州塗料メーカーDP JUB delniška družba pooblaščenka d.d.社の株

式取得が完了し、新規連結効果が見込まれることから、通期の売上収益を上方修正いたします。 

利益項目につきましては、原材料価格の高騰が想定以上に続いているものの、製品値上げや販管費の抑制により吸収できる

見通しであり、円安による利益押し上げ効果も見込んでいます。一方、2022年5月13日に開示した中国における債権に対す

る貸倒引当金に関しては、第2四半期に計上した130億円に加え、下期における中国不動産市況やディベロッパーの財務状況

などの更なる変化により信用リスクが増大する可能性を想定し、貸倒引当金の追加計上を織り込んでおります。 

また、トルコのインフレが急激に加速しており、消費者物価指数において同国の3年間累積インフレ率が100％を超えたこ

とを示したため、トルコリラを機能通貨とするトルコの子会社は超インフレ下で営業活動を行っていると判断しました。この

ため、同子会社の財務諸表について、IAS第29号「超インフレ経済下における財務報告」に定められる要件に従い、会計上

の調整を加えています。 

これらの要因を踏まえた結果、通期の営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する当期利益のいずれも前回発表予想

を若干下回る見込みのため、下方修正いたします。 

以 上 


